
町の人　口
（42．11月末現在）

人　口　29，895
男　14，929

女　14，96ノ毎
世帯数　61，912

前月との比較
人ロー215　世帯－6

12月9日（－967）

⊥Ｎｏ．240車

毎月1回各家庭に配布

12月　の納税

12月は固定資産税第三期分の納税月です。お手もとの納

付書で、遠賀信用金庫（役場）、福岡銀行にお納めくださ

い。

納期は12月25日までです。
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頃末小

改
築
工
事
始
ま
る

鉄
筋
、
三
階
建
、

頃
末
小
学
校
改
よ
始
ま
り
、
十
二
月
五
日
第
一
期
工
事

築
工
事
が
い
よ
い
の
起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

校学ｌＪ一
′末頃たつま始

′
ｌ
一力業作体解

二
十
六
教
室

現
在
の
校
舎
は
、
昭
和
十
六
年
に
建

築
さ
れ
た
も
の
で
老
朽
化
し
て
お
り
、

芦
屋
基
地
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
騒
音
も
ひ
ど

く
、
こ
の
た
め
改
築
計
画
は
二
年
前
か

ら
た
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
今
年
度

町
重
要
施
策
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。新

校
舎
は
、
総
工
費
約
一
億
四
千
万

円
で
、
防
音
、
換
気
装
置
が
設
備
さ
れ

た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
三
階

建
と
二
階
建
の
二
棟
が
建
築
さ
れ
ま

す
。
建
物
面
棟
は
約
四
千
六
百
平
方
メ

ー
ト
ル
で
、
普
通
教
室
十
八
、
特
別
教

室
ハ
、
特
殊
学
級
教
華
「
そ
の
他
管

理
室
が
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
今
年
度
工
事
と
し
て
は

工
費
四
千
五
百
万
で
普
通
教
室
五
、
特

別
教
室
二
、
他
管
理
室
が
来
年
三
月
ま

で
に
建
築
さ
れ
、
新
学
期
に
は
新
ら
し

い
教
室
で
の
勉
強
が
始
ま
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

残
り
の
工
事
は
昭
和
四
十
三
年
度
に

行
な
わ
れ
二
年
後
に
は
ま
っ
た
く
新

ら
し
い
校
舎
と
な
る
予
定
で
す
。

町
で
は
今
後
も
、
水
巻
中
学
校
を
始

め
と
す
る
他
の
学
校
の
改
築
な
ど
、
学

校
施
設
の
充
実
に
は
、
い
っ
そ
う
力
を

入
れ
て
い
く
方
針
を
も
っ
て
い
ま
す
。
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歳末たすけあい運動

にご協力ください

町
民
み
ん
な
が
、
取
る
く
楽
し
い
お
正
月
　
お
願
い
し
ま
す
。

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
．
歳
末
た
す
け
あ
　
　
こ
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
不
用
に
な
っ
た

い
運
動
．
が
始
ま
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
学
用
品
や
衣
類
、
な
け
れ
ば
お
金
で
も
げ
っ

み

ん

な

で

楽

し

い

お

正

月

を

身
寄
り
の
な
い
こ
ど
も
や
お
と
し
よ
り
、
　
こ
う
で
す
。
美
く
し
い
．
こ
こ
ろ
ぎ
し
″
を

苦
し
い
生
活
の
中
で
が
ん
ば
っ
て
働
ら
い
て
　
困
っ
て
い
る
方
に
お
届
け
し
て
く
だ
さ
い
。

お
ら
れ
る
人
々
に
、
み
な
さ
ん
一
人
一
人
の
　
役
場
厚
生
課
で
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

あ
た
た
か
い
心
を
よ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

岩間日日日日ＭｌＨ日日日日ｌ日日日日日日ｌｌＨ日日‖ｌ川ｌ‖ｌ日間而

～
人
は
運
転
免
許
を
も
っ
て
い

町
で
は
、
毎
週
木
曜
日
を
窓
口
相
談

日
と
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
い
ろ
い

ろ
な
問
題
の
ど
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
役
場
に
直
接
関
係
の
あ
る

行
政
上
の
問
題
の
ほ
か
で
も
、
交
通
事

故
の
示
談
の
し
か
た
や
、
家
や
土
地
の

登
記
の
し
か
た
な
ど
、
自
分
で
ど
う
し

て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
ど
こ
に
た
ず
ね

て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
役
場
が
相
談
者
に
か
わ
っ
て
調
べ

て
お
答
え
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

毎
週
木
曜
日
に
は
係
員
が
お
ま
ち
し

て
い
ま
す
。
窓
口
係
へ
お
き
が
る
に
申

し
で
て
く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅

入
居
者
の
募
集

二
十
五
日
ま
で

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
町
営
住
宅

が
、
空
家
に
な
っ
た
場
合
の
入
居
希
望

者
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
寡
果
し
ま
す
。

申
し
込
み
を
さ
れ
ま
す
と
、
入
居
資

格
等
を
調
査
の
う
え
入
居
者
を
決
定

し
、
昭
和
四
十
三
年
一
月
二
十
日
以

降
、
町
営
住
宅
に
空
家
が
生
じ
た
と

き
、
順
次
入
居
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
町
営
住
宅
の
場
所

下
二
、
二
、
垣
藤
、
頃
未
、
猪
熊
の

各
町
営
住
宅

二
、
規
格
、
家
賃

1
一
種
住
宅

建
坪
　
約
十
一
坪

家
賃
二
六
五
〇
～
三
、
七
〇
〇
円

2
二
極
住
宅

建
坪
　
約
十
坪

家
賃
一
、
二
〇
〇
⊥
「
九
〇
〇
円

≒
入
居
資
格

1
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
お
り
、
町

内
に
住
所
、
勤
務
場
所
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

2
収
入
が
別
に
定
め
ら
れ
た
入
居
収

入
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

3
既
に
同
居
し
、
同
居
し
ょ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

四
、
申
込
期
間

十
二
月
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

五
、
申
込
方
法

役
場
窓
口
係
に
備
え
て
あ
る
申
込
書

で
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
証
明
書
、
勤
務
証
明
書
、
米
穀

通
帳
が
必
要
で
す
。

無
事
故
で
十
七
年

優

良

運

転

者

の

表

彰

四
十
鉦
‥
五
二
七
人
、
四
十
一
年
＝
中
で
、
十
年
以
上
も
無
事
故
で
、
正
し

五
〇
四
人
、
四
十
二
年
　
四
五
二
人
、
い
運
転
を
し
て
こ
ら
れ
た
人
々
が
、
県

こ
れ
は
、
福
岡
県
下
に
お
け
る
交
通
革
公
安
委
鼻
会
か
ら
「
優
良
運
転
者
」
と

故
に
よ
る
過
去
三
年
間
の
死
亡
者
数
で

す
。年

々
激
し
く
な
る
こ
の
交
通
戦
争
の

遺
族
年
金
な
ど
の
法
が
改
正
さ
れ
、

適
用
範
囲
な
ど
が
拡
げ
ら
れ
ま
し
た
。

視
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場

厚
生
課
に
お
た
ず
ね
を
。

年
）
以
内
の
場
合
に
限
る
と
定
め
て
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
在
職
期
間
経
過

後
四
年
（
結
核
、
精
神
病
は
十
二
年
）

以
内
に
限
る
と
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
今
回
の
改
正
で
特
例
弔
慰
金

が
裁
定
さ
れ
た
場
合
、
「
特
例
法
適

用
」
の
表
示
が
あ
れ
ば
特
例
扶
助
料

（
公
務
扶
助
料
の
十
分
の
六
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

有
利
に
変
っ
て
い
ま
す

遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金

1
　
日
華
事
変
申
、
事
件
地
に
お
い

て
傷
病
を
受
け
死
亡
し
た
場
合
、
戦
死

の
場
合
の
十
分
の
六
の
遺
族
年
金
が
支

給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
が
戦
死
の
場
合
と
同
額
に
な
り
ま

し
た
。2

　
祖
父
母
、
入
父
婚
姻
に
よ
る
妻

の
父
母
、
事
実
上
の
父
母
等
が
遺
族
年

金
、
遺
族
給
与
金
を
請
求
す
る
場
合
、

「
扶
養
す
る
こ
と
が
で
き
る
直
系
血
族

が
な
い
こ
と
」
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

3
　
準
軍
属
（
動
員
学
徒
、
徴
用
工

等
）
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
給
与

金
は
、
先
順
位
者
一
人
に
限
っ
て
支
給

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
次
順
位
者
に
も

三
千
五
百
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

4
　
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
が

年
令
別
に
別
表
の
と
お
り
に
増
額
さ
れ

ま
す
。5

　
勤
務
に
関
係
す
る
傷
病
に
よ
り

死
亡
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
特
例
弔

慰
金
は
、
在
職
期
間
内
ま
た
は
在
職
期

間
経
過
後
二
年
（
結
核
、
精
神
病
は
六

戦
没
者
の
父
母
に

特
別
給
付
金

こ
の
法
律
は
、
一
人
息
子
を
戦
病
死

さ
せ
、
そ
の
戦
没
者
の
他
に
子
（
孫
）

の
い
な
い
父
母
ま
た
は
祖
父
母
の
う

ち
、
そ
の
一
人
に
対
し
て
、
特
別
給
付

金
と
し
て
十
万
円
の
無
利
子
国
債
を
支

給
す
る
も
の
で
、
四
十
二
年
四
月
一
日

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

受
給
条
件

1
　
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
降
に

公
務
上
の
負
傷
ま
た
は
疾
病
で
死
亡
し

た
た
め
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
現

在
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
給

し
て
い
る
父
母
ま
た
は
祖
父
母
で
、
戦

没
者
の
儲
亡
当
時
、
戦
没
者
以
外
に
子

ま
た
は
孫
が
い
な
か
っ
た
者
。

2
　
戦
没
者
の
死
亡
後
か
ら
昭
和
四

十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、

子
ま
た
は
孫
が
出
生
し
て
い
れ
ば
該
当

し
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
子
の
出
生
と
は

実
子
だ
け
で
、
養
子
な
ど
は
さ
し
つ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
争
病
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金

戦
傷
病
者
等
の
不
具
廃
疾
の
程
度

が
、
特
別
項
症
か
ら
帯
五
項
症
ま
で
の

妻
に
対
し
特
別
給
付
金
か
支
給
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
そ
の
範
囲
か
つ
ぎ

の
よ
う
に
拡
げ
ら
れ
、
昭
和
四
十
二
年

四
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

2
　
前
項
の
同
程
度
に
該
当
す
る
一

時
金
（
傷
病
賜
金
、
障
害
一
時
金
）
、

旧
令
共
済
組
合
等
の
年
金
受
給
者
の

襲
。

旧
長
崎
医
科
大
学
原
爆
被
爆

学
生
の
遺
族
に
特
別
支
出
金

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
旧
長
崎
医

科
大
学
に
お
い
て
、
原
子
爆
弾
に
よ
り

死
亡
し
た
同
大
学
の
学
生
の
遺
族
に
対

し
、
特
別
支
出
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

按
当
者
は
つ
ぎ
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

丁
、
諦
求
奮
提
出
先
　
東
京
都
千
代
田

区
霞
ヶ
関
　
文
部
省
学
術
局
あ
て

（
県
町
を
経
由
し
な
い
で
、
直
接
請

求
の
こ
と
）

二
、
繰
出
期
限
　
昭
和
四
十
三
年
一
月

三
十
一
日

1
　
増
加
恩
給
（
障
害
年
金
）
受
給
※
多
数
の
遺
族
が
不
明
と
な
っ
て
い
ま

者
で
、
そ
の
症
状
が
竺
ハ
項
症
、
第
七
す
の
で
、
該
当
者
を
ど
存
知
の
場
合
は

項
症
の
者
の
蟄

役
場
厚
生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

水
巻
町
の

救
急
病
院
は

日
炭
中
央
病
院

年
末
に
な
り
、
交
通
事
故
な
ど
の
災

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
水
巻
町
で

は
日
炭
中
央
病
院
（
頃
末
、
電
話
六
九

⊥
〕
七
三
一
）
が
救
急
病
院
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

る
と
い
わ
れ
る
今
日
で
も
、
水
巻
町
内

で
こ
の
表
彰
を
う
け
た
人
は
、
十
四
人

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
中
で
十
七
年

間
模
範
的
な
運
転
を
し
て
こ
ら
れ
た
石

塚
さ
ん
は
、
ｌ
そ
の
心
得
を
「
何
よ
り
も

交
通
法
規
を
よ
く
知
る
こ
と
、
そ
し
て

′
■

こ
れ
薪
守
る
こ
と
で
す
。
こ
の
ほ
か
に

安
全
運
転
の
秘
け
つ
ば
あ
り
ま
せ
ん
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

優
艮
運
転
表
彰
者
氏
名
（
上
か
ら
氏

名
、
住
所
、
優
艮
運
転
年
数
。
敬
称

略
）

石
塚
　
定
雄
　
宮
田
三
　
十
七
年

井
上
　
保
雄
　
頃
　
未
　
十
六
年

光
未
与
八
郎
　
古
　
賀
　
十
六
年

後
藤
　
学
　
吉
田
一
十
五
年

上
川
大
書
片
山
区
十
五
年

吉
田
　
十
郎
　
頃
　
末
　
十
三
年

坂
口
　
嘉
正
　
頓
　
未
　
十
三
年

平
田
　
一
樋
　
口
　
十
三
年

原
田
　
隆
正
　
猪
　
熊
　
十
二
年

栗
田
　
安
雄
　
古
　
賀
　
十
二
年

高
倉
　
穏
穣
　
頃
　
未
　
十
一
年

宮
崎
　
行
雄
　
頃
　
末
　
十
一
年

松
島
　
保
　
中
央
区
　
十
　
年

桑
田
　
照
男
　
宮
田
三
　
十
　
年

交
通
事
故

年
末
は
特
に
注
意
を

年
末
年
始
は
、
輸
送
力
の
増
加
や
歩

行
者
の
混
雑
、
ま
た
天
候
な
ど
の
悪
条

件
か
ら
、
交
通
事
故
は
毎
年
多
発
し
て

い
ま
す
。
十
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
忘
年
会
や
新
年
宴
会
な
ど
、
お
酒
を

飲
む
槻
会
が
多
い
と
き
で
す
。
ぜ
っ

た
い
に
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ
う
に

◎
幼
児
の
ひ
と
り
あ
る
卓
や
、
道
路
上

へ
の
飛
び
出
し
に
注
意
を
。

◎
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
も
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
ふ
ら
ふ
ら
道
路
を
歩

く
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
ど
も
や
老
人
、
身
体
障
害
者
な
ど

の
道
路
横
断
、
バ
ス
の
乗
り
降
り
に

は
と
く
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
右
側
通
行
、
歩
道
通
行
、
横
断
歩
道

通
行
な
ど
、
安
全
歩
行
の
励
行
を
。
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今
ま
で
二
回
本
町
議
会
の
内
部
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
議
会
が
国
な
ど
外
部
に
対
し

て
行
な
っ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

通
産
、
省
へ
陳
情

書
田
地
屈
社
宅
の
町
住
化

水
中
改
築
も
防
衛
庁
へ

現
在
、
町
が
中
央
を
動
か
し
て
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
施
策
は
、
産
炭
地
一

域
と
し
て
の
町
振
興
問
題
の
他
、
水
巻

中
学
校
の
防
音
校
舎
へ
の
改
築
、
民
生

安
定
施
設
（
通
称
仮
睡
所
）
の
建
設
、

吉
田
地
区
炭
住
の
町
営
住
宅
化
、
遠
賀

川
河
口
湖
建
設
問
題
等
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
議
会
は

政
治
的
分
野
に
お
い
て
中
央
で
活
発
な

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
今
回

上
京
し
た
議
員
団
は
防
衛
庁
及
び
通
産

省
石
炭
局
に
対
し
、
前
記
懸
案
事
項
の

陳
情
を
強
く
行
な
い
ま
し
た
。

石
炭
局
に
対
し
て
は
吉
田
地
区
炭
住

の
町
営
住
宅
化
問
題
に
つ
い
て
、
本
町

の
特
殊
事
情
か
ら
く
わ
し
く
説
明
し
、

国
か
ら
起
債
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の

間
題
の
実
現
の
成
否
が
現
在
の
町
財
政

力
か
ら
み
て
、
国
か
ら
起
債
を
う
け
る

こ
と
が
絶
対
の
必
要
条
件
と
な
っ
て
い

る
た
め
で
す
。
こ
の
陳
情
の
結
果
、
石

炭
局
で
は
、
あ
ら
た
め
て
具
体
的
な
資

料
に
よ
る
検
討
を
約
束
し
ま
し
た
。

防
衛
庁
で
は
、
水
車
甲
学
校
の
防
音

校
舎
へ
の
改
築
と
、
懸
案
と
な
っ
て
い

る
民
生
安
定
施
設
（
通
称
仮
睡
所
）
設

置
に
つ
い
て
陳
情
し
ま
し
た
。
こ
の
二

件
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
再
々
の
陳
情

で
十
分
防
衛
庁
に
も
理
解
さ
れ
て
お

り
、
両
工
事
の
実
現
は
前
進
を
み
せ
て

い
ま
す
。

十
二
月
議
会
の

審
議
予
定
事
項

十
二
月
は
、
第
六
回
定
例
鵠
会
が
十

五
日
か
ら
招
集
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
辣
会
で
、
現
在
ま
で
に
予
定
さ

れ
て
い
る
審
議
事
項
の
主
な
も
の
は

つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
昭
和
四
十
一
年
度
決
算
の
認
定

2
昭
和
四
十
二
年
度
予
算
の
補
正

3
水
道
事
業
に
つ
い
て

4
助
役
、
収
入
役
の
専
任
に
つ
い
て

5
頃
未
小
改
築
、
み
ず
ほ
団
地
造
成

工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

6
そ
の
他

地
元
議
員
と
も

義
務
教
育
施
設

の
充
実
な
ど

全
国
町
村
議
長
大
会
が
終
っ
た
あ
と

福
岡
県
の
議
長
会
は
地
元
選
出
の
衆
参

両
院
議
員
に
対
し
、
各
種
の
陳
情
を
行

な
い
ま
し
た
。

こ
の
席
上
で
、
本
町
入
江
議
長
は
①

義
務
教
育
施
投
の
整
備
充
実
⑧
遠
賀
川

河
口
湖
建
設
促
進
の
こ
件
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
と
要
望
を
し
、
こ
れ
に
対
し

て
「
要
望
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
私

た
ち
も
同
感
で
あ
る
。
要
は
大
蔵
省
の

考
え
で
あ
る
が
、
今
後
極
力
実
現
に
努

力
し
ま
す
。
遠
賀
川
河
口
湖
に
つ
い
て

は
、
地
域
開
発
の
た
め
に
ぜ
ひ
実
現
さ

せ
ね
は
と
考
え
て
お
り
、
四
十
三
年
度

予
算
の
中
で
調
査
費
を
つ
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」
と
回
答
を
得
ま
し
た
。

な
お
本
町
か
ら
要
望
し
た
義
務
教
育

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
の
事
項
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

1
義
務
教
育
施
設
費
国
庫
負
担
を
す

べ
て
宛
と
す
る
こ
と
。

2
建
築
補
助
基
準
単
価
を
現
実
に
そ

く
し
て
引
き
上
げ
、
町
の
超
過
負
担
を

解
消
す
る
こ
と
。

3
国
庫
負
担
の
対
象
と
な
る
事
業
量

を
拡
大
す
る
こ
と
。

4
校
地
取
得
費
、
整
地
費
等
に
対
し

国
庫
補
助
の
措
置
を
す
る
と
と
も
に
、

起
債
の
枠
を
拡
大
す
る
こ
と
。

5
給
食
施
設
整
備
に
対
す
る
補
助
基

準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

6
学
校
警
備
員
、
宿
日
直
手
当
を
国

庫
で
負
担
す
る
こ
と
。
・

地
方
自
治
法
施
行
記
念
式
典

郡
鴇
会
代
表
で
出
席

入
　
江
「
譲
二
長

地
方
自
治
法
施
行
二
十
周
年
記
念
式

典
が
、
十
一
月
十
七
日
東
京
都
日
比
谷

公
会
堂
で
行
な
わ
れ
、
こ
の
式
典
に
遠

賀
郡
の
議
会
を
代
表
し
て
本
町
か
ら
入

江
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

高
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
応
援
を
え

噸珊
町
防
犯
組
合
で
は
十
一
月
二
十
一

日
、
二
十
二
日
二
手
五
日
の
三
日

間
、
猪
熊
、
机
の
各
小
学
校
鼓
笛
隊
と

購
三
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
ｌ
≡

刷
　
第
十
百
全
国
町
村
議
長
大
会
が

…
十
万
十
七
日
、
重
義
に
お
い
て

凧
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
入
江
議
長
他

…
各
常
任
委
員
会
の
代
表
三
名
が
出
席

捕
し
ま
し
た
。

…
こ
の
大
会
で
は
・
現
在
全
国
の
町

…
村
か
か
か
え
て
い
る
諸
問
題
が
討
諌

ニ

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

一

≡

≡

≡

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

≡

一

一

地
方
の
減
収
分
は
、
国
が
か
わ

り
財
源
に
よ
り
補
て
ん
す
る
こ

と
4
地
方
債
制
度
の
合
理
化

5
地
方
超
過
負
担
の
解
消

二
、
義
務
教
育
施
策
等
の
整
備
充
実

に
つ
い
て

1
改
定
産
炭
地
城
振
興
実
施
計
画

を
完
全
に
実
施
す
る
こ
と

2
産
炭
地
域
振
興
事
業
団
の
業
務

範
囲
を
拡
充
し
、
道
路
娘
役
等

事
業
範
囲
の
拡
大
を
は
か
る
こ

と
）

3
閉
山
炭
鉱
跡
遊
休
地
の
活
用
に

…
さ
れ
、
つ
ぎ
の
こ

刷
と
が
決
議
・
肩
章

拙
さ
れ
ま
し
た
。
特

間
に
こ
の
中
で
、
産

…
炭
地
域
の
振
興
に

全
国
町
村
議
会
議
長
大
会
開
催

町
村
財
政
の
充
実
要
望

関
す
る
要
望
は
関

係
地
域
の
特
殊
事

情
に
よ
る
要
里
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

万
場
拍
手
の
う
ち
に
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

一
、
町
村
財
政
の
充
実
強
化
に
つ
い

て1
地
方
税
制
の
改
正

2
地
方
交
付
税
制
度
の
改
善

3
減
税
対
策
（
国
の
施
策
に
よ
る

産
炭
地
振
興
問
題
も

対
す
る
国

の
助
成
措

置
を
ほ
か

る
こ
と

4
鉱
害
に
関

す
る
答
申

1
義
務
教
育
施
設
の
整
備

2
通
学
対
策
の
強
化

3
学
校
給
食
の
改
善

4
人
件
費
補
助
の
合
理
化

5
教
材
費
国
庫
負
担
の
合
理
化

6
幼
稚
園
の
鞍
備

7
社
会
教
育
施
設
の
整
備

三
、
産
炭
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

に
そ
い
、

計
画
的
に
鉱
害
を
を
処
理
し
、

鉱
害
復
旧
に
伴
う
地
元
負
担
に

つ
い
て
は
金
額
解
消
を
は
か
る

こ
と

5
離
職
者
対
策
の
充
実
を
は
か
る

こ
と

6
悪
条
件
下
に
あ
る
産
炭
地
城
の

学
校
教
育
の
振
興
、
助
成
、
指

導
を
は
か
る
こ
と

四
、
町
村
道
路
整
備
目
的
財
源
の
創

設
に
つ
い
て

五
、
農
林
漁
共
の
近
代
化
促
進
に
つ

い
て

六
、
中
小
企
業
の
近
代
化
促
進
に
つ

い
て

七
、
国
民
健
康
保
険
制
度
、
国
民
年

金
制
度
の
整
備
充
実
に
つ
い
て

八
、
地
域
開
発
の
促
進
に
つ
い
て

九
、
災
害
、
公
害
対
策
の
促
進
に
つ

い
て

十
、
交
通
安
全
対
策
の
強
化
に
つ
い

て
十
一
、
行
政
改
革
に
つ
い
て

十
二
、
賎
決
権
の
強
化
拡
充
に
つ
い

て
十
三
、
過
疎
、
過
密
対
策
の
樹
立
実

施
に
つ
い
て

十
四
、
地
方
公
務
員
の
定
年
制
度
実

施
に
つ
い
て

十
五
、
消
防
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

ぎ
…
至
≡
≡
ｊ
「
蔓
≡
≡
…
≡
…
…
＝
≡
≡
ｌ
…
≡
≡
…
喜
－
≡
≡
≡
≡
≡
…
…
…
≡
妻
…
三
・
㌢
…
…
董
…
≡
…
≡
…
≡
－
…
…
ｌ
…
≡
…
刷

．
ゝ
。

て
、
防
犯
推
進
の
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い

ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
全
組
合
員
（
町

民
）
の
防
犯
思
想
の
普
及
宣
伝
と
、
各

地
域
ご
と
の
防
犯
組
合
の
設
立
を
早
期

に
確
立
し
よ
う
と
す
る
の
が
ね
ら
い
で

各
区
組
合
鼻
多
数
の
参
加
を
え
て
盛
大

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
歳
末
は
い
ろ
い
ろ
な
犯
罪
が

目
だ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
一
人
一
人

み
ん
な
の
心
が
け
で
防
げ
ま
す
。
つ
ぎ

の
こ
と
な
ど
に
注
意
し
て
、
明
る
い
お

正
月
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
の
防
犯

○
戸
締
り
は
効
果
的
に
く
ふ
う
を

○
夜
は
室
内
を
暗
く
、
外
を
防
犯
灯

で
明
る
く

○
現
金
や
貴
重
品
は
分
散
し
て
保
管

を

．
〇
家
を
あ
け
る
と
き
は
、
近
所
に
た

の
ん
で
出
か
け
ま
し
ょ
う

○
押
売
り
は
、
は
っ
き
り
こ
と
わ
り

相
手
に
な
ら
な
い
よ
う
に

外
出
時
の
防
犯

〇
人
の
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
大

っ
ぴ
ら
に
お
金
を
出
さ
な
い
こ
と

お
金
は
、
バ
ッ
ク
、
男
物
カ
ゴ
な

ど
に
入
れ
な
い
で
、
か
ら
だ
に
つ

け
て
い
ま
し
ょ
う

○
人
通
り
の
少
な
い
道
、
暗
が
り
の

道
は
さ
け
ま
し
ょ
う

暴
力
被
害
の
予
防

○
ゆ
す
り
、
た
か
り
、
ひ
わ
い
な
行

為
な
ど
は
、
す
ぐ
届
け
ま
し
ょ
う

○
ぐ
れ
ん
隊
、
不
艮
の
集
ま
る
場
所

に
は
近
ず
か
な
い
よ
う
に

○
被
害
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
届
け
出

を火
災
の
シ
ー
ズ
ン

も
し
も
の
と
き
は

六
九
－
〇
一
一
九
番
へ
．

こ
と
し
も
火
災
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
し
た
。
空
気
が
乾
燥
し
て
お
り
、
火

災
の
予
防
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
が
必

要
で
す
。
火
災
は
火
の
不
始
末
に
あ
る

人
災
で
す
。

○
各
家
庭
で
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
十
分

ご
注
意
を
ー
。

て
た
ば
こ
の
す
い
が
ら
に
注
意
す
る

と
く
に
寝
た
ば
こ
は
や
め
る

二
、
外
出
す
る
と
き
や
寝
る
ま
え
に
は

必
ず
火
の
点
検
を
行
な
う

三
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
屋
外
の
日
の
当

た
ら
な
い
と
こ
ろ
に
置
き
、
使
用
後

は
元
せ
ん
を
締
め
る

四
、
石
油
類
は
火
の
け
の
な
い
、
安
全

な
場
所
に
お
き
灯
油
百
リ
ッ
ト
ル

（
十
八
リ
ッ
ト
ル
入
り
石
油
か
ん
五

か
ん
）
以
上
を
置
く
と
き
は
、
町
の

消
防
署
に
届
け
で
る

五
、
風
呂
の
え
ん
と
つ
の
過
熱
に
性
悪

し
、
え
ん
と
つ
の
そ
う
じ
を
怠
ら
な

ヽ
一

ヽ
′
ｌ
ノ
1

六
、
火
が
出
た
と
き
の
用
意
に
、
化
学

消
火
器
や
防
火
用
水
そ
う
を
準
備
す

る

、
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二

と

第
十
七
回
「
水
巻
町
文
芸
作
品
募
集
」
は
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
に
多
く
の

作
品
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
働
く
人
た
ち
の
コ
マ
ニ
テ
ィ
、
詩
心
、
ロ
マ
ン

の
一
部
を
ど
ら
ん
く
だ
さ
い
。

時
』
轡

選
者
　
白
石
禎
挿

〔
一
般
の
部
〕

鯉
口
区
　
今
別
府
敏

一
席

「音」

「
本
当
に
す
ま
な
い
　
許
し
て
お
く

れ
」

悪
夢
か
ら
醒
め
た
よ
う
に

恰
で
子
供
の
よ
う
に
・

貴
方
の
瞳
に
キ
フ
リ
と
涙
が
光
る
時

ぐ
っ
と
こ
み
あ
げ
て
く
る
感
情
を

き
ま
っ
て
私
は
お
さ
え
る
こ
と
が
で

き
な
い

あ
ゝ
貴
方
は
　
本
当
に
よ
い
方
だ

こ
の
人
の
た
め
な
ら
私
は
死
ん
で
も

よ
い
と
思
う

つ
い
先
刻
ま
で

嵐
の
中
の
小
さ
竹
花
の
よ
う
に

絶
望
と
不
信
と
怒
り
に
動
突
し
て
い

た
私

ど
う
し
て
　
こ
ん
な
に
も
よ
い
人
が

同
じ
病
気
を
く
り
返
す
の
だ
ろ
う

貴
方
は
私
を
苦
し
め
る
け
れ
ど

そ
の
度
に
私
を
す
ば
ら
し
い
女
性
に

し
て
く
れ
る

貴
方
の
病
気
を
治
す
の
は

私
以
外
に
な
い
の
で
す
も
の

（
評
）
多
少
甘
さ
は
感
じ
ま
す
が
、
す

な
お
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
艮
い
叙
情

が
あ
り
ま
す
。

〔
児
童
詩
〕
天
賞

お
か
あ
さ
ん
の
手

頃
末
小
三
年
　
有
吉
加
代
子

お
か
あ
さ
ん
の
手

あ
れ
て
い
る

お
か
あ
さ
ん
の
手
は

わ
た
し
の
二
ば
い
よ
り
も
　
大
き
い

お
か
あ
さ
ん
の
手

す
じ
か
　
い
っ
ぱ
い
あ
る

さ
わ
っ
て
み
た

か
た
く
て
　
つ
め
た
か
っ
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手

さ
わ
っ
て
み
た

か
た
く
て
　
つ
め
た
い

、
お
か
あ
さ
ん
の
手
よ
り

す
じ
か
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

わ
た
し
の
手

さ
わ
っ
て
み
た

す
じ
か
　
少
な
い

や
わ
く
て
　
ぬ
く
い
…

ど
う
し
て

お
か
あ
さ
ん
の
手

つ
め
た
い
の
だ
ろ
う

な
ぜ

す
じ
が
　
多
く
な
っ
た
の
か
な
あ

※
児
童
詩
の
部
に
は
、
こ
の
他
に
つ

ぎ
の
五
人
が
天
寅
に
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
そ
ね
せ
い
こ
（
猪
熊
小
三
年
）
、

牛
尾
百
蛮
（
下
二
小
六
年
）
・
か
ひ
評
「
い
は
む
し
」
は
カ
マ
寺
の
。
蕎
麦
の
湯
気
夜
だ
吸
ほ
れ
て
屋
台
の

吉
田
区
松
本
匡
生
　
佳
作

風
に
乗
り
来
て
い
は
む
し
り
楽
を
聴
」
評
恵
ま
れ
た
人
の
余
生
。

と
み
（
下
二
小
六
年
）
、
山
本
英
之
（

水
中
毎
）
手
塚
文
子
（
水
翌
年
）

適
者
石
井
牽

－
席

首
相
発
つ
乱
斗
の
中
に
一
瞬
の

ｌ
静
寂
の
こ
し
て
学
友
は
死
ま
せ
り

鯉
口
区
　
今
別
府
敏

と
、
縁
先
な
ど
風
に
吹
か
れ
来
て
静

止
し
て
い
る
カ
マ
キ
リ
の
姿
が
音
楽

の
響
き
の
中
に
浮
彫
り
に
描
き
出
さ

れ
て
い
る
。
「
楽
を
聴
く
」
の
座
五

が
頭
を
す
こ
し
か
し
げ
た
カ
マ
キ
リ

の
姿
熊
の
お
か
し
み
を
巧
み
に
伝
え

て
い
る
。

地
賞

干
害
の
水
を
も
ら
い
に
坑
底
へ

二
席

老
い
ま
せ
る
母
の
願
い
は
た
だ
ひ
と
つ

た
だ
美
し
く
死
に
た
し
と
い
う

梅
ノ
木
区
　
内
田
宣
良

三
席

筑
豊
路
に
流
る
る
川
の
水
す
み
て

子
等
さ
わ
ざ
つ
つ
は
ぜ
釣
り
に
ゆ
く

猪
熊
一
橋
　
　
明

三
席

稲
穂
披
雀
お
ど
し
の
悠
々
と

運
動
会
の
秋
日
和
か
な

新
生
街
　
山
下
由
起

鴨
虹

選
者
　
河
野
静
要

天
賞

れ
て
い
る

天
質
ら
の
福
智
山
脈
稲
雀

机
社
宅
　
持
永
虹
村

評
　
霧
の
か
か
っ
た
碍
智
山
を
背
景
に

し
た
郡
雀
の
景
趣
。
秋
の
大
自
然
の

景
観
が
格
調
高
く
詠
出
さ
れ
て
い
る

入
賞

お
で
ん
屋
の
酒
の
香
に
呆
け
秋
の
蝿

梅
ノ
木
区
　
内
田
宣
良

評
　
秋
の
ハ
エ
を
そ
の
場
所
を
得
て
面

白
く
伝
え
て
い
る
。
皐
七
の
「
酒
の

香
に
呆
け
」
に
こ
の
作
者
の
勝
れ
た

技
廟
を
感
ず
る
。

堀
川
に
添
う
町
並
や
秋
桜

吉
田
区
　
松
本
匡
生

評
　
秋
桜
が
、
よ
く
利
い
て
い
る
。

菊
作
る
父
に
や
さ
し
い
娘
が
二
人

下
二
町
住
　
田
中
博
幸

日

吉
田
三
　
岡
部
蒼
雨

具
珠
沙
華
校
庭
に
咲
く
一
部
落

下
二
町
住
　
田
中
博
幸

遺
紅
葉
近
か
も
み
じ
し
て
指
す
札
所

吉
田
三
　
岡
部
蒼
雨

秋
祭
り
花
火
綿
菓
子
両
神
楽

音
田
三
　
岡
部
蒼
雨

茶
へ
し
ば
し
眼
鏡
を
は
ず
す
夜
な
べ
か

梅
ノ
木
区
　
内
田
宜
良
な

評
　
本
年
の
水
不
足
の
実
状
が
伝
え
ら

、
押
　
上
二
ノ
直
江
は
る
み


